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所沢市  子ども・子育て支援に関するアンケート調査 

【保護者（小学生）用】 
 

≪ご協力のお願い≫ 
市民の皆様には、日頃から市政にご理解とご協力を賜り、誠にありがとうございます。 

所沢市では、子育て支援の充実を図るため「所沢市子ども・子育て支援事業計画（令和２～６年

度）」に基づき、計画的に各種事業に取り組んでいます。この度、次期計画を策定するにあたり、

子育て支援に関するご意見を伺うため、本調査を実施いたします。 

この調査は、小学生のお子さんを無作為に選ばせていただき、その保護者の皆様にご協力をお願

いするものです。ご回答いただいた調査内容は、市の子育て支援施策の検討のみに利用させていた

だくものであり、回答者個人が特定されたり、個々の回答内容が他に漏れたり、他の目的に利用さ

れることは一切ございません。 

質問数が多く、ご負担をおかけして誠に恐縮ではございますが、調査の趣旨をご理解いただき、

ご協力くださいますようお願い申し上げます。 

令和５年11月              所沢市こども未来部こども政策課 

 
★本調査の趣旨★ 

この調査は、子ども・子育て支援新制度の下、所沢市において、幼稚園・保育所・放課後児

童クラブ（学童保育）などの教育・保育・子育て支援をより計画的に進めていくために、市民

の皆様の利用状況や利用希望を把握することを目的としております。 

なお、この調査の回答により、施設や事業の利用の可否を決定することはありません。 

 

ご回答にあたって  

１ アンケートは封筒の宛名のお子さんやご家庭のことについて、保護者の方がご記入ください。 

２ 回答は、選択肢に○をつけていただく場合と、番号を記入していただく場合、数字や回答を

記述していただく場合があります。 

３ 質問は順をおってお答えいただきますが、途中、回答の内容により次に進んでいただく質問

が異なる場合がありますので、各問の案内に従ってお進みください。 

４ 番号を記入する場合や日数、時間・時刻等を回答する場合は、□内に数字でご記入ください。 

□内は右詰めで記入し、時間・時刻は（例）8時～18時のように 24時間制でお答えください。 

５ 「その他」を選択した場合は、該当欄に具体的項目をご記入ください。 

６ ご記入いただいた調査票は、同封の返信用封筒に入れて、切手を貼らずに 

令和５（2023）年 12 月７日（木）までに投函してください。 

     （この調査票、返信用封筒にはお名前、ご住所を記入しないでください。） 

 

 

 
 

＜お問い合わせ＞ 

所沢市 こども未来部 こども政策課 
電話：０４－２９９８－９４１５   ＦＡＸ：０４－２９９８－９０３５ 
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１．宛名のお子さんとご家族の状況等についてお聞かせください。 
 

問１ 宛名のお子さんのお住まいの地区はどこですか。（○は１つ） 
※どの地区に該当するのかは、別紙①「行政区早見表」で確認してください。 

１ 松井 ２ 富岡 ３ 小手指 ４ 山口 ５ 吾妻 ６ 柳瀬 

７ 三ケ島 ８ 新所沢 ９ 新所沢東 10 所沢 11 並木  

 

問１－１ 宛名のお子さんのお住まいの町名を□枠内にご記入ください。 

回答欄    所沢市  （丁目）   例）小手指町１丁目、東住吉、金山町 など 

 

問２ 宛名のお子さんの生年月を□枠内に数字でご記入いただき、性別について○をつけてください。 

回答欄 ①西暦     年   月生まれ ②性別（１ 男の子   ２ 女の子） 
          
  

 

問３ 宛名のお子さんにきょうだいはいらっしゃいますか。（○は１つ） 

きょうだいがいらっしゃる場合、宛名のお子さんが何人きょうだいの何番目か□枠内に数字でご

記入ください。また下のきょうだいがいる場合、一番下のお子さんの生年月を□枠内に数字でご

記入ください。 

１ きょうだいがいる ２ きょうだいはいない 

 

①宛名のお子さんは   人きょうだいの   番目 

②一番下のお子さんの生年月は、西暦     年   月 

         

          

  

 

問４ 宛名のお子さんを含めた世帯の人数は何人ですか。また、そのうち、18歳未満のお子さんの人数

は何人ですか。□枠内に数字でご記入ください。（単身赴任や一人暮らしのお子さんなど別居し

ている方も含みます） 

回答欄  世帯の人数     人（そのうち、18歳未満の人数    人） 
  

         

  

 

問４－１ 宛名のお子さんからみたご父母についてお答えください。（それぞれ○は１つ） 

 
同居している 

別居している 

（単身赴任等） 
不在（離死別等） 

①母親 １ ２ ３ 

②父親 １ ２ ３ 
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問５ 日頃、宛名のお子さんをみてもらえる親族・知人はいますか。（当てはまるものすべてに○） 

１ 日常的に祖父母等の親族にみてもらえる 

２ 緊急時もしくは用事の際には祖父母等の親族にみてもらえる 

３ 日常的に子どもをみてもらえる友人・知人がいる 

４ 緊急時もしくは用事の際には子どもをみてもらえる友人・知人がいる 

５ いずれもいない →問６へお進みください 

 

問５で、「１」～「４」のいずれかを選択した方にうかがいます。 
問５－１ 親族または友人・知人にお子さんをみてもらっている状況についてお答えください。 

（当てはまるものすべてに○） 

１ 祖父母等の親族の身体的・精神的な負担や時間的制約をあまり気にかけることなく、 
安心して子どもをみてもらえる 

２ 祖父母等の親族の身体的負担が心配である 

３ 祖父母等の親族の時間的制約や精神的な負担が心配である 

４ 友人・知人の身体的・精神的な負担や時間的制約をあまり気にかけることなく、 
安心して子どもをみてもらえる 

５ 友人・知人の身体的負担が心配である 

６ 友人・知人の時間的制約や精神的な負担が心配である 

７ 負担はかけているが、お互い様の間柄なので、安心して子どもをみてもらえる 

８ 自分たち親の立場として、負担をかけていることが心苦しい 

９ 子どもの教育や発育にとってふさわしいか、少し不安がある 

10 その他（ ） 

 

すべての方にうかがいます。 

問６ 宛名のお子さんの子育てをする上で、気軽に相談できる人や場所はありますか。（○は１つ） 

１ いる（ある） ２ いない（ない） →問７へお進みください 

 
問６で、「１」（いる（ある））を選択した方にうかがいます。 

問６－１ お子さんの子育てに関して、気軽に相談できる先は、誰（どこ）ですか。 

（当てはまるものすべてに○） 

１ 配偶者 ２ 宛名のお子さんのきょうだい 

３ 祖父母等の親族 ４ 友人や知人 

５ 近所の人 ６ 子育て支援施設(児童館・放課後児童クラブ(学童保育)等)･ＮＰＯ 

７ 保健所・保健センター ８ 幼稚園 

９ 保育所 10 認定こども園 

11 学校 12 民生委員・児童委員  

13 塾 14 サークル 

15 かかりつけの医師          16 市の子育て関連担当窓口  

17 その他（ ） 
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２．宛名のお子さんの保護者の方の就労状況についてお聞かせください。 

 
すべての方にうかがいます。 

問７ 宛名のお子さんの保護者の現在の就労状況（自営業、家族従事者含む）をうかがいます。父母共

に該当する番号を□枠内にそれぞれ１つずつご記入ください。 

回答欄    ①母親   ②父親   

【選択肢】 

１ フルタイム（週５日・１日８時間程度）で就労しており、産休・育休・介護休業中ではない 

２ フルタイムで就労しているが、産休・育休・介護休業中である 

３ パート・アルバイト等（「フルタイム」以外）で就労しており、産休・育休・介護休業中ではない  

４ パート・アルバイト等（「フルタイム」以外）で就労しているが、産休・育休・介護休業中である  

５ 以前は就労していたが、現在は就労していない 

６ これまで就労したことがない 

７ 母親／父親はいない →問10へお進みください 

 

問７の母親または父親で、「１」～「４」（就労している）を選択した方にうかがいます。 

問７－１ １週当たりの「就労日数」、１日当たりの「就労時間（休憩時間・残業時間等を含む拘束時

間）」をお答えください。就労日数や就労時間が一定でない場合は、もっとも多いパターン

についてお答えください。 
※産休・育休・介護休業中の方は、休業に入る前の状況についてお答えください。 

①母親 Ａ １週当たり  日  Ｂ １日当たり   時間 

②父親 Ａ １週当たり  日  Ｂ １日当たり   時間 

 

問７－２ 家を出る時刻と帰宅時刻を24時間制でお答えください。時間が一定でない場合は、もっとも

多いパターンについてお答えください。 
※産休・育休・介護休業中の方は、休業に入る前の状況についてお答えください。 
※在宅勤務を実施されている方は、就業開始時刻及び終了時刻をお答えください。 

①母親 Ａ 家を出る時刻   時 Ｂ 帰宅時刻    時 

②父親 Ａ 家を出る時刻   時 Ｂ 帰宅時刻    時 
        

        

 
問７の母親または父親で、「３」、「４」（パート・アルバイト等で就労している）を選択した方に 

うかがいます。 

問８ フルタイム等への転換希望はありますか。父母共に該当する番号を□枠内にそれぞれ１つずつ記

入し、「２」を選んだ方は、転換できる見込みの時期に○をつけてください。 

回答欄   ①母親   ②父親   

「２」を選んだ方のみ 

転換見込み（１ １年以内  ２ １年以上後） 

 

転換見込み（１ １年以内  ２ １年以上後） 

【選択肢】 

１ パート・アルバイト等の就労を続けたい 

２ フルタイムへの転換希望があり、実現できる見込みがある 

３ フルタイムへの転換希望はあるが、実現できる見込みはない 

４ パート・アルバイト等（「フルタイム」以外）をやめて子育てや家事に専念したい 

⇒問10へお進みください 
         

問７-１へお進みください 

問９へお進みください 
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問７の母親または父親で、「５」（以前は就労していたが、現在は就労していない）または「６」

（これまで就労したことがない）を選択した方にうかがいます。 

問９ 就労したいという希望はありますか。父母共に該当する番号を□枠内にそれぞれ１つずつご記入

ください。また「２」または「４」を選んだ場合には、□枠内にそれぞれ数字をご記入ください。 

 回

答

欄 

「２」の場合 

就労を希望する際の 

一番下の子どもの年齢 

「４」の場合 

希望する就労日数・時間 

①母親  
 

   歳頃 週  日 １日当たり  時間 

②父親  
 

   歳頃 週  日 １日当たり  時間 
        

       

【選択肢】 

１ 子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない）      →問10へお進みください 

２ １年より先、一番下の子どもが■■歳になったころに就労したい →問10へお進みください 

３ すぐにでも、もしくは１年以内に、フルタイムとして就労したい 

４ すぐにでも、もしくは１年以内にパートタイム、アルバイト等として就労したい 

 

 

問９の母親または父親で、「３」、「４」（すぐにでも就労したい）を選択した方にうかがいます。 

問９－１ 就労希望があるのに、現在働いていない理由は何ですか。 

（それぞれ当てはまるものすべてに○） 

①母親 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ②父親 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 
 

７ その他の理由 

（ ） 

７ その他の理由 

（ ） 

【選択肢】 

１ 就労先はあるが、放課後児童クラブ（学童保育）を利用できないから 

２ 就労先はあるが、子どもを預けられる人がいないから 

３ 自分の現在の状況に適した就労先が見つからないから 

４ 家族・親族が反対するなど、子育てしながら就労する環境や条件が整っていないから 

５ 家族・親族の介護や看護をしており、就労することが難しいから 

６ 子どもがある程度の年齢になるまでは子育てに専念したいから 

７ その他 

 

  



6  

３．宛名のお子さんの放課後の過ごし方についてお聞かせください。 
 

すべての方にうかがいます。 

問10 宛名のお子さんについて、放課後（平日の小学校終了後）の時間をどのような場所で過ごして

いますか。また、過ごさせたいと思いますか。①、②それぞれに当てはまる番号すべてに○を

つけ、それぞれ週当たり日数を□枠内に数字でご記入ください。 

「放課後児童クラブ（学童保育）」の場合には利用している（希望する）時間も24時間制で□

枠内に数字でご記入ください。 

回答例 回答例 

９ 週に ３ 日くらい ９ 週に ３ 日くらい 

①現在の 

放課後の過ごし方 

②希望する 

放課後の過ごし方 

１ 週に 日くらい １ 週に  日くらい 

２ 週に 日くらい ２ 週に  日くらい 

３ 週に 
 

 
日くらい  ３ 週に 

 

 
日くらい  

４ 

週に  日くらい 

４ 

週に  日くらい 

下校時から   時まで 下校時から   時まで 

５ 週に  日くらい ５ 週に  日くらい 

６ 週に  日くらい ６ 週に  日くらい 

７ 週に  日くらい ７ 週に  日くらい 

８ 週に  日くらい ８ 週に  日くらい 

９ 週に  日くらい ９ 週に  日くらい 

【選択肢】 

１ 自宅 

２ 祖父母宅や友人•知人宅 

３ 習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾など） 

４ 放課後児童クラブ〔学童保育〕（児童館生活クラブ•児童クラブ）※１ 

５ 児童館（生活クラブを除く一般利用） 

６ 放課後子供教室（ほうかごところ・ほうかご広場）※２ 

７ ファミリー•サポート•センター 

８ 療育機関（放課後等デイサービス） 

９ その他（学校の校庭、公民館、公園など） 

 

 
 

 

 

 

 
  

※１「放課後児童クラブ」…一般的には、学童保育などと呼ばれています。保護者が就労等により 

昼間家庭にいない場合などに、放課後児童支援員の下、子どもの生活の場を提供するものです。 
•児童館生活クラブとは、指定管理者により児童館の一室で実施している放課後児童クラブのこと。 

•児童クラブとは、指定管理者または民間事業者により児童クラブ（専用施設）で実施している放

課後児童クラブのこと。 

保育料（月額）：10,000円 

 
※２「放課後子供教室(ほうかごところ及びほうかご広場)」･･･子どもたちの安全•安心な居場所を確保す

ること、遊びや学びを通して異年齢の子どもたちとの交流を促進することなどを目的とした、地域住
民による取組です。保護者の就労の有無に関わらず、その学校に通う小学生が利用できます。（実施
日及び実施時間：原則として給食のある日の授業終了後から午後５時頃まで） 
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問10で、「４」（放課後児童クラブ（学童保育））を現在利用していない方と、希望しない方に 

うかがいます。 

問10－１ 利用していない（希望しない）理由について、もっとも当てはまる番号１つに○をつけて

ください。 

１ 保護者が就労していないため 

２ 保護者が就労しているが、子どもを預かってくれる人がいるため 

３ 保護者が就労しているが、放課後児童クラブを知らないため 

４ 保護者が就労しているが、放課後児童クラブの開設時間が短いため 

５ 保護者が就労しているが、利用料金がかかるため 

６ 保護者が就労しているが、子ども一人でも大丈夫だと思うため 

７ 保護者が就労しているが、子どもの学年や仕事の時間が短いなどの理由から、 

放課後児童クラブの入所が難しいため 

８ その他（ ） 

 

宛名のお子さんが小学校低学年（１～３年生）の方にうかがいます。 

※小学校高学年（４～６年生）の方は、問12へお進みください。 

問11 今後、小学校高学年（４～６年生）になったら、放課後の時間をどのような場所で過ごさせた

いと思いますか。当てはまる番号すべてに○をつけ、それぞれの週当たり日数を□枠内に数字

でご記入ください。 

「放課後児童クラブ（学童保育）」の場合には利用を希望する時間も24時間制で□枠内に数字

でご記入ください。 

場   所 希望する週当たりの日数 

１ 自宅 週に  日くらい 

２ 祖父母宅や友人•知人宅 週に  日くらい 

３ 
習い事 

（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾など） 
週に 

 

 
日くらい  

４ 
放課後児童クラブ〔学童保育〕 ※１ 

（児童館生活クラブ•児童クラブ） 

週に  日くらい 

下校時から   時まで 

５ 児童館（生活クラブを除く一般利用） 週に  日くらい 

６ 
放課後子供教室 ※２ 

（ほうかごところ・ほうかご広場） 
週に  日くらい 

７ ファミリー•サポート•センター 週に  日くらい 

８ 療育機関（放課後等デイサービス） 週に  日くらい 

９ その他（学校の校庭、公民館、公園など） 週に  日くらい 
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すべての方にうかがいます。 

問12 宛名のお子さんについて、お子さんの夏休み・冬休みなどの長期の休暇期間中の放課後児童クラ

ブ（学童保育）の利用希望はありますか。（それぞれ○は１つ） 

「１」に○をつけた方は、利用したい時間帯を24時間制で、□枠内に数字でご記入ください。 

 
利用したい 

利用する 

必要はない 

「１」（利用したい）の場合 

利用したい時間帯 

①低学年（１～３年生）の間 １ ２    時～   時 

②高学年（４～６年生）の間 １ ２    時～   時 

 
問13 宛名のお子さんが通っている小学校では、「ほうかごところ・ほうかご広場」を実施していま

すか。（○は１つ） 

１ 実施している 

２ 実施していない →問13－３へお進みください 

 

 

 

 

問13で、「１」（実施している）を選択した方にうかがいます。 

問13－１ 「ほうかごところ・ほうかご広場」を利用していますか。（○は１つ） 

利用している場合は、利用している日数や時間帯を24時間制で□枠内にご記入ください。 

１ 利用している         ⇒ 週に  日くらい   時～   時 

２ 利用していない →問13－４へお進みください 

        
 

問13－１で、「１」（利用している）を選択した方にうかがいます。 

問13－２ 「ほうかごところ・ほうかご広場」についての感想・評価をご記入ください。 

 

⇒問14へお進みください 
 

問13で、「２」（実施していない）と答えた方にうかがいます。 

問13－３ 今後「ほうかごところ・ほうかご広場」が実施された場合、利用したいと思いますか。

（○は１つ） 

１ 利用したい ２ 利用しない ３ どちらともいえない、わからない 

 

問13－１で「２」（利用していない）、問13－３で「２」（利用しない）を選択した方にうかがいます。 

問13－４ 「ほうかごところ・ほうかご広場」を利用していない方と今後も利用を希望しない方は、 

その理由をご記入ください。 

 

「ほうかごところ」とは、小学校に通う子どもたちの放課後の安心・安全な居場所の確保を目的として、実
施している全児童型の事業で、現在、所沢・北・松井・清進・明峰・若松・北秋津・若狭・林・南・中富小
学校の11校で実施しています。 
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４．宛名のお子さんの宿泊を伴う一時預かり等の利用についてお聞かせください。 
 

すべての方にうかがいます。 

問14 宛名のお子さんについて、保護者の用事（冠婚葬祭、保護者・家族（兄弟姉妹含む）の育児疲れ

や育児不安、病気など）により、泊りがけで年間何泊くらい家族以外に預ける必要があると思い

ますか。子育て短期支援事業（ショートステイ）（里親宅等に児童を預け、一定期間養育する事

業）の利用希望の有無について当てはまる番号すべてに〇をつけ、必要な泊数をご記入ください。 
※なお、事業の利用に当たっては、一定の利用料がかかります。 

１ 冠婚葬祭の時 ⇒ 必要な泊数 
   

泊 

２ 保護者や家族の育児疲れ・不安がある時 ⇒ 必要な泊数 
   

泊 

３ 保護者や家族の病気の時 ⇒ 必要な泊数 
   

泊 

４ その他（ ） ⇒ 必要な泊数 
   

泊 

５ 利用する必要はない  
    

 

５．宛名のお子さんの生活やご家庭のことについてお聞かせください。 
 

すべての方にうかがいます。 

問15 宛名のお子さんは、普段、朝食を食べていますか。この１ヶ月を振り返って、最もあてはまる

番号を選んでください。（○は１つ） 

１ 毎日食べる  ２ 食べる方が多い（週４～６日） 

３ 食べない方が多い（週１～３日） ４ ほとんど食べない 

５ 全く食べない 

 

問16 あなたのご家庭では、宛名のお子さんと次のようなことをすることがありますか。 

（それぞれ○は１つ） 

 
ほぼ毎日 
ある 

週に 
３～４日 

週に 
１～２日 

全くない 

Ａ 
お子さんができたことや頑張ったことを 

ほめて、一緒に喜ぶ 
１ ２ ３ ４ 

Ｂ お子さんの気持ちを言葉にする １ ２ ３ ４ 

Ｃ 
お子さんの学校での出来事について、 

じっくり耳を傾けて応じる 
１ ２ ３ ４ 

Ｄ お子さんと将来の夢について話す １ ２ ３ ４ 

Ｅ 
お子さんが興味を持ったことを一緒に 

調べる 
１ ２ ３ ４ 

Ｆ お子さんに家でお手伝いをさせる １ ２ ３ ４ 

 

問17 宛名のお子さんが落ち着いて勉強できる環境がありますか。（○は１つ） 

１ ある ２ ない 
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問18 宛名のお子さんにどの段階までの教育を受けさせたいですか。（○は１つ） 

１ 中学校 ２ 高校 ３ 高等専門学校 

４ 短期大学 ５ 専門学校 ６ 四年制大学またはそれ以上 

７ その他（ ） 

８ まだわからない →問19へお進みください 

 

問18で、「１」～「７」のいずれかを選択した方にうかがいます。 

問18－１ その理由は何ですか。（当てはまるものすべてに○） 

１ お子さんがそう希望しているから ２ 一般的な進路だと思うから 

３ お子さんの学力から考えて ４ 家庭の経済的な状況から考えて 

５ その他（ ） ６ 特に理由はない 

 
すべての方にうかがいます。 

問19 あなたのご家庭では、過去１年間の間に、お金が足りなくて、家族が必要とする食料または 

衣類が買えないことがありましたか。（○は１つ） 

１ よくあった ２ ときどきあった ３ なかった 

 
問20 あなたのご家庭では、過去１年間の間に、経済的な理由のために以下の費用を支払えないことが

ありましたか。（当てはまるものすべてに○） 

１ 電気料金 ２ ガス料金 ３ 水道料金・下水道使用料 ４ 当てはまるものはない 

 

問21 宛名のお子さんの世帯の、令和４（2022）年の可処分所得（いわゆる手取り年収）はおおよそい

くらくらいでしたか。□枠内に数字でご記入ください。 

回答欄     万円 

 

問22 あなたのご家庭で受けている公的年金、社会手当などの社会保障給付金はありますか。

（当てはまるものすべてに○） 

１ 児童手当 ２ 児童扶養手当 ３ 育児休業給付 

４ 生活保護 ５ 公的年金 ６ 就学援助 

７ その他（                     ） ８ 特にない 

 

問23 あなたのご家庭の現在の暮らしの状況を総合的にみて、どう感じていますか。（○は１つ） 

１ 大変苦しい ２ やや苦しい ３ 普通 

４ ややゆとりがある ５ 十分ゆとりがある 
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６．子ども・子育て全般についてお聞かせください。 
 

 

 

 

 

問24 あなたは「ヤングケアラー」という言葉をこれまでに聞いたことがありましたか。（○は１つ） 

１ 聞いたことがあり、内容も知っている ２ 聞いたことはあるが、よく知らない 

３ 聞いたことはない 

 

問25 「ヤングケアラー」と思われる子どもがいる場合、どのような仕組みや取組があると相談しや

すい環境づくりにつながると思いますか。（当てはまるものすべてに○） 

１ 「ヤングケアラー」専用の相談窓口があること 

２ 学校に相談窓口があること 

３ 自治体の役所等の行政機関に相談窓口があること 

４ 学校や行政機関以外の専門機関に相談窓口があること 

５ 対面での相談が可能であること 

６ 電話・メール・ＳＮＳでの相談が可能であること 

７ 24時間いつでも相談が可能であること 

８ 相談する際の手順や判断基準がわかりやすいこと 

９ 相談がどのような支援につながるかがわかりやすいこと 

10 「ヤングケアラー｣の支援に関する法律や条例があること 

11 その他( ) 

12 特にない 

13 わからない 

 

問26 あなたは子育てに関して孤立感を感じることはありますか。（○は１つ） 

１ ある ２ ときどきある ３ あまりない ４ ない 

 

 
問27 お住まいの地域における子育ての環境や支援への満足度については、どのように感じていますか。 

（○は１つ） 

１ 非常に満足している ２ やや満足している ３ 普通だと思う 

４ やや不満である ５ 非常に不満である 

 

問28 市内の相談窓口・サービス等に関する情報は、どのような方法で入手していますか。 

（当てはまるものすべてに○） 

１ 所沢市ホームページ ２ 広報ところざわ 

３ Ⅹ（旧ツイッタ―）などのＳＮＳ ４ 所沢市の各種相談窓口 

５ 子どもが通っている学校・塾等 ６ 保護者同士の口コミ 

７ その他（ ）   ８ 特にない 

 

  

ヤングケアラーとは、本来大人が担うと想定されている家事や家族の世話などを日常的に行っている子

どものことです。責任や負担の重さにより、学業や友人関係などに影響が出てしまうことがあります。 
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問29 今後、子ども・子育て支援で充実を希望することは何ですか。（○は５つまで） 

１ 幼児期の学校教育•保育の充実（例：幼稚園、保育所、時間外保育事業） 

２ 情報提供•相談体制事業（例：ところっこ子育てサポート事業） 

３ 経済的支援事業（例：特定•教育保育施設等実費徴収助成事業、児童手当、子ども医療費助成事業、就学援助） 

４ 子どもの居場所づくり（例：放課後児童クラブ（学童保育）） 

５ 母子保健の充実（例：乳児家庭全戸訪問事業、妊婦健康診査事業） 

６ 児童虐待防止対策の充実（例：養育支援訪問事業その他要保護児童などの支援に関する事業） 

７ 親子のふれあいの場づくり（例：地域子育て支援拠点事業） 

８ 多様な子育て支援サービスの充実（例：幼稚園の預かり保育、保育所の一時預かり、病児•病後児保育事業） 

９ 子育てを支援する地域社会づくり（例：地域子育て支援拠点事業、子育てサロン） 

10 障害児支援の充実 

11 ひとり親家庭等の自立支援の推進(例:児童扶養手当､就労支援) 

12 仕事と家庭の両立支援の推進 

13 その他（ ） 

14 特にない 

 

問30 教育・保育環境の充実など子育ての環境や支援に関してご意見がございましたら、 

ご自由にご記入ください。 

 

 

 

＊ ＊ 以上でアンケート調査は終了です。ありがとうございました。 ＊ ＊ 

 


